
口腔の健康は全身の健康と関連しており、認知症やフレイルなどにも影響を及ぼし、引いては健康寿命の延伸にも影響を与えることが明ら

かとなってきている。健康で質の高い生活を営む上で、口腔の健康を保つための歯科受診を含む歯科保健行動が重要な役割を果たしている。 

しかしながら、歯科医療従事者が、聴覚に障がいのある方に対し、安心して歯科受診していただける体制を提供できていないのが現状であ

ると考える。 

聴覚障がいのある児童・生徒を対象とし、歯科医療機関を受診されている状況や、歯科医師・歯科衛生士とのコミュニケーション方法など

に関する実態を把握するとともに、歯科受診行動に影響を及ぼす要因について明らかにし、聴覚に障がいのある方が安心して歯科受診ができ

るような歯科医療体制の構築を目指すことを目的とする。 
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